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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・弘前医療福祉大学より、学生が作業療法での実習に入ります。必要に応じて協力をお願いしますとの事。実習期間は、今月14日から12月9日までの4週間となります。西病棟の患者様を受け持つとの事です。

・北病棟より情報提供。北病棟へ入院中の飯豊信雄様の精神症状が不安定な状態であり、スタッフ介入に対する興奮も見られていたとの事。主治医：田名部Drより、興奮が著しく、北病棟での対応が困難な場合は、東病棟へ移動との指示があったとの事です。移動となる場合は、各自、協力をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様～本日15時30分、外泊より帰院予定。帰院時はボデイチェックと持ち込み品の確認を確実に行なうと共に、外泊中の状況確認も確実に行なって下さい。帰院後の精神症状を始めとした本人の状態の変化に注意して観察をして下さい。

・赤石　陽介様～本日、歯科受診し治療は終了となります。

・中村　寿昭様～歯痛改善。本人の希望にて、本日の夕食より常食へ食事形態が変更となります。

・棟方　直浩様～本日、退院予定日について施設へ確認。施設側より11月14日（月）14時の希望あり。主治医への確認と各関係機関への情報提供を行なっていく。

＜安ヶ平Dr診察状況＞

・中川原　義雄様～本人より私物を自己管理したいとの希望あり。主治医より許可となっています。スタッフと本人とで話し合い、自己管理する私物は必要最低限の物だけとしています。今後の治療環境や本人の状態を見て、管理できる物を検討していく事としています。

・高橋　礼子様～ここ数日の精神症状に動きが見られ、不機嫌な様子や多動性が現れてきています。本日の主治医診察時も、大声での放歌等があり、精神症状が悪化している事から、本日の夕食後より向精神病薬が追加となります。精神症状の観察と共に、増薬となった為、副作用や過鎮静の有無に注意して下さい。また、周囲とのトラブルにも注意して下さい。

　　　　　　　　※臨時処方内容　レボトミン（25）2錠

　　　　　　　　　　　　　　　　リントン（1.5）2錠　　2×朝・夕　（4日分）

・高間木　八男様～点滴継続指示あり、1日分処方（処方内容は変更無し）。抗生剤は来週まで継
続し実施していく予定との事。身体症状の観察を継続すると共に点滴中におけるライントラブル等にも注意して下さい。また、点滴の実施順序を間違えないよう、処方内容を確実に確認して下さい。

＜新入院患者様ケース検討＞

・吹越　弘友紀様（28）主病名：てんかん、精神遅滞　入院形態：医療保護入院

　　　　　　　　　　　主治医：田名部Dr

（入院までの経過）

当院へは5回目の入院。前回、平成23年4月21日～平成23年7月20日（4回目）。

当院を退院後は、あかしや寮へ入寮され生活していた。10月頃より、てんかん発作増強により、薬剤調整を行なっている。てんかん発作は軽減したが、歯みがき時に出血が見られるなど歯肉への副作用（ビタントールによると思われる）があり、それと共に食思も低下。身体状態の衰弱が考えられ、発作の抑制と摂食の安定を図る目的で、本日、東病棟Aユニット15号室へ医療保護入院となる。
（入院後の経過）

入院後は、東病棟Aユニットホールにて経過。スタッフが付き添いを行なうが、興奮等は見られず、落ち着いて過ごされている。食事は促すものの拒否が強く、ほぼ不食しており、水分の拒否も強いが、エンシュアリキッドは1缶飲用する。入院時のバイタルサインの異常は見られず、てんかん発作も無し。

（観察ポイント）

てんかん発作の有無。てんかん発作に伴う転倒等による外傷に注意する必要あり。

安定した食事摂取が出来る様、本人の嗜好に合わせる等の工夫と促しを行なっていく。

食事摂取量の低下による体重変動、各データ値の観察を行っていく。

水分摂取量の低下もある事から、脱水症状の出現に注意する必要あり。

介入時の反応。興奮や拒否、粗暴的な行動の有無と周囲とのトラブルに注意する必要あり。

＜中村　笑花様　退院療養検討会＞

・中村　笑花様（24）主病名：うつ病　入院形態：医療保護入院

　　　　　　　　　　主治医：田名部Dr　入院日：平成23年10月13日

平成23年11月14日（月）退院予定。

医師からは定期的な外来通院を続ける事と服薬の継続を本人へ伝えている。本人の意向としても、定期的な外来通院（1回/2週）と服薬の継続を話している。

退院後の家族の受け入れは良く、治療に対する理解もある。本日、交際相手と入籍されており、今後は夫様がキーパーソンとなる。

今後考えられる問題点としては、本人が就労を希望（以前のような飲食関係）されており、仕事での対人関係が良好に保てない事によるストレスの増強。それに伴い自傷行為に至る可能性が高い。ストレスに対する対処方法を検討していく必要がある。

規則正しい生活を送れる事、気分が安定し、自傷行為等の問題行動に至る前に相談出来る事が今後のゴールと思われる。

